


　第1回臨時会(2月22日)では、人事案件の同意1件、工事請負変更契約の締結1
件をそれぞれ原案どおり可決し、議員辞職に伴う議長の選挙を行いました。
　3月定例会(1日～23日)では、一般会計・8特別会計補正予算9議案、おおい町議
会基本条例などの条例の制定が2件、一部改正が11件、廃止が3件、工事請負契約
の締結1件、指定管理者の指定、町道路線の変更・認定など40議案を原案どおり可
決しました。

　 回
臨時会

　 月
定例会

お
お
い
町
議
会
基
本
条
例
を
制
定

２
年
半
の
議
会
活
性
化
へ
の
議
論
・
実
践
結
果
を
明
文
化

第
１
回
臨
時
会
（
２
月
22
日
）

●
新
議
長
に
寺
澤
繁
夫
議
員
（
大
島
）
を

　

選
任

　

浜
田
勝
美
議
員
の
議
員
辞
職
に
伴
い
、

議
長
の
選
挙
を
実
施
し
た
も
の
。

●
名
田
庄
総
合
施
設
建
設
工
事

　

請
負
変
更
契
約
の
締
結

　

残
土
処
分
地
の
変
更
や
施
設
の
追

加
、
備
品
の
変
更
な
ど
に
伴
い
、
工

事
費
を
１
９
３
２
万
円
増
額
し
て
総
額

12
億
３
１
０
２
万
円
で
工
事
請
負
変
更
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
お
お
い
町
監
査
委
員
の
選
任

　

寺
澤
繁
夫
監
査
員
の
辞
職
に
伴
い
、
中

川
忠
彦
氏
（
鹿
野
）
を
新
た
に
選
任
す
る

も
の
。

（
全
会
一
致
・
同
意
）

●
お
お
い
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

田
中
徹
教
育
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
細

川
和
博
氏
（
名
田
庄
口
坂
本
）
を
新
た
に

任
命
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
同
意
）

●
お
お
い
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
へ
の
民
意
の

反
映
と
議
会
の
情
報
公
開
を
充
実
さ
せ
、

議
決
機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
目
的
に
、
議
会
と
議
員
の
基
本
的
事
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
20
年
12
月
に
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
以
来
、

約
２
年
半
に
わ
た
り
議
論
や
実
践
し
て
き

た
活
性
化
方
策
を
明
文
化
し
た
も
の
で
、

議
員
自
ら
が
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
議
案
は
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
平
成
22
年
度
３
月
補
正
予
算

　

一
般
会
計
と
８
特
別
会
計
補
正
予
算
９

議
案
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
そ
の
１
）

２
億
４
８
６
３
万
８
千
円

（
賛
成
多
数
11
対
１
・
可
決
）

■
８
特
別
会
計
補
正
予
算

▲
２
６
７
９
万
４
千
円

（
全
会
一
致
・
可
決
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
そ
の
２
）　

１
億
７
３
２
７
万
４
千
円

（
全
会
一
致
・
可
決
）

【
主
な
歳
出
】

農
林
水
産
業
費

●
名
田
庄
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

　

特
別
清
算
支
援
事
業

　

名
田
庄
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
㈱
の
解
散

に
伴
う
損
失
補
償
を
行
う
も
の
。（
内

１
６
０
０
万
８
千
円
は
紀
伊
産
業
よ
り
雑

入
）

全会一致で可決された
おおい町議会基本条例
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●
平
成
23
年
度
当
初
予
算

　

一
般
会
計
と
８
特
別
会
計
当
初
予
算
９

議
案
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
予
算

１
０
２
億
８
０
０
万
円

（
賛
成
多
数
11
対
１
・
可
決
）

【
主
な
歳
出
】（

は
新
規
事
業
）

総 

務 

費

● 

庁
舎
維
持
管
理
、
庁
舎
空
調
設
備
更
新

工
事　

１
億
８
４
７
２
万
４
千
円

● 

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
維
持
基
金
積

立
金

２
億
３
１
６
９
万
３
千
円

●
水
源
開
発
調
査
事
業

８
８
０
万
円

● 

お
お
い
町
集
落
ぐ
る
み
町
民
指
標
活
動

支
援
事
業

４
１
５
４
万
１
千
円

民 
生 
費

 

地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

３
１
８
万
２
千
円

 

障
害
者
福
祉
施
設
整
備
補
助
事
業

３
０
４
万
円

●
楊
梅
苑
施
設
増
床
補
助
事
業
（
野
尻
）

１
１
０
０
万
円

●
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

１
億
９
６
８
８
万
８
千
円

衛 

生 

費

 

医
師
公
舎
等
整
備
事
業（
名
田
庄
診
療
所
）

２
４
１
０
万
円

●
し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業（

名
田
庄
三
重
）

２
億
９
２
０
５
万
６
千
円

農
林
水
産
業
費

●
お
お
い
町
産
業
ま
つ
り
事
業

　
（
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
）　

１
０
６
０
万
円

●
農
産
加
工
施
設
整
備
事
業（

名
田
庄
西
谷
）　

１
億
７
４
３
４
万
円

 

耕
作
放
棄
地
対
策
事
業８

６
６
万
３
千
円

 

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事
業

　
（
川
上
、
万
願
寺
、
虫
鹿
野
）

２
億
３
４
４
万
６
千
円

一般会計　102億800万円 18.0％の増（1.8％の減）

特別会計　 30億5790万4千円 9.4％の増（0.8％の減）

合　　計　132億6590万4千円 15.9％の増（1.5％の減）

新年度予算132億6千万円を可決

・鳥獣害対策として山際に恒久柵を設置
・集落ぐるみ町民指標活動支援を名田庄地域へ拡大
・宮留地先公有水面の埋め立て
・みどりの広場（芝生グラウンド）の整備

※前年度当初予算は骨格予算であったため、（　　）は6月補正予算後で対比

平 成 23 年 度 主 要 事 業
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●
林
産
加
工
施
設
整
備
事
業
（
三
森
）

３
億
７
３
９
０
万
円

 

漁
港
漁
場
整
備
促
進
事
業（
漁
礁
設
置
）

５
０
１
６
万
３
千
円

 

漁
家
経
営
構
造
改
善
事
業２

１
９
０
万
円

●
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

（
宮
留
地
先
公
有
水
面
埋
立
）

１
億
７
８
５
５
万
４
千
円

土 

木 

費

 

住
宅
用
地
造
成
事
業
（
南
浦
）

９
９
７
万
５
千
円

教 

育 

費

●
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

（
大
飯
中
学
校
・
名
田
庄
中
学
校
）

　

２
２
０
０
万
円

 

名
田
庄
図
書
館
蔵
書
購
入
事
業

６
９
０
万
５
千
円

 

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

１
８
３
６
万
７
千
円

●
み
ど
り
の
広
場
整
備
事
業
（
成
和
）

４
４
３
３
万
円

■
特
別
会
計
予
算30

億
５
７
９
０
万
４
千
円

（
す
べ
て
全
会
一
致
・
可
決
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業８

８
４
５
万
９
千
円

・
国
民
健
康
保
険
事
業

８
億
１
６
４
７
万
５
千
円

・
国
民
健
康
保
険
診
療
事
業

９
８
９
２
万
５
千
円

・
介
護
保
険
事
業７

億
６
７
５
０
万
７
千
円

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業１

２
３
６
万
２
千
円

・
簡
易
水
道
事
業６

億
８
７
９
４
万
４
千
円

・
農
業
集
落
排
水
事
業４

億
６
１
１
３
万
円

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

１
億
２
５
１
０
万
２
千
円

総
務
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

議
案
14
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
さ
れ
た
主
な
議
案
】

● 

大
飯
町
集
落
ぐ
る
み
町
民
指
標
活
動
支

援
基
金
条
例
の
廃
止

　

町
民
指
標
活
動
支
援
事
業
が
制
度
を
改

正
し
、
全
額
一
般
財
源
で
運
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
約
５
億
円
の
基

金
を
廃
止
す
る
も
の
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

● 

お
お
い
町
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

名
田
庄
久
坂
地
係
で
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
「
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

本
年
10
月
に
供
用
を
開
始
す
る
に
当
た

り
、
そ
の
設
置
や
管
理
を
定
め
る
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ

れ
た
議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
さ
れ
た
主
な
議
案
】

●
町
道
路
線
の
認
定

　

川
上
地
係
の
主
要
地
方
道
小
浜
綾
部
線

と
石
山
地
係
の
主
要
地
方
道
坂
本
高
浜
線

の
改
良
工
事
一
部
完
成
に
伴
い
福
井
県
か

ら
移
管
さ
れ
た
区
間
と
、
本
郷
地
係
で
寄

附
を
受
け
た
公
衆
用
道
路
を
、
新
た
に
町

道
に
認
定
す
る
も
の
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

● 

大
津
呂
浄
水
場
改
良
工
事
請
負
契
約
の

締
結

　

大
津
呂
ダ
ム
か
ら
取
水
す
る
た
め
の
改

良
を
行
う
た
め
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
・

こ
ん
ど
う
共
同
企
業
体
と
１
億
７
５
１
３

万
７
９
０
０
円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
も
の
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

本
町
の
新
た
な
文
化
交
流
の
拠
点
に

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
10
月
か
ら
供
用
開
始

造成が進む林産加工施設用地
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町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

3
月
定
例
会
で
は
、
5
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

■
変
化
す
る
時
代
の
町
づ
く
り
理
念
は

町
長 

住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要

中塚　　寛

問
名
田
庄
地
域
は
、
財
政
力
を
持

た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
住

民
同
士
が
、
互
い
に
汗
を
流
し
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
、
地
域
づ
く
り
を
し
て
き
た

住
民
性
と
文
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
合
併
に
よ
っ
て
豊
か
な
財
政

力
の
恩
恵
を
受
け
た
こ
と
や
、
多
数
を
占

め
る
大
飯
地
域
の
価
値
基
準
や
政
治
に

よ
っ
て
、
急
激
に
そ
の
良
さ
を
失
い
つ
つ

あ
る
こ
と
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
新
た
な
町
づ
く
り
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
文
化
だ
と
考
え

る
か
ら
で
す
。

　

豊
か
な
時
代
は
、
誰
が
公
助
を
求
め
て

も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
可
能
で
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
財
政
力
が
失
わ

れ
た
時
や
時
代
が
大
き
く
変
革
し
た
時
、

ま
た
今
回
の
よ
う
な
大
災
害
時
に
は
、
そ

れ
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

前
例
踏
襲
で
は
な
く
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は

個
人
の
自
助
努
力
や
地
域
住
民
の
共
助
の

意
識
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
意
識
を
現
在
の
お
お
い
町
民
は
失

い
つ
つ
あ
り
は
し
な
い
か
、
ま
た
行
政
の

在
り
方
は
、
無
作
為
の
内
に
そ
れ
を
助
長

し
て
は
い
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
成
長
、
生
産
人
口
増
な
ど
右
肩
上

が
り
の
社
会
構
造
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
世
界
的
経
済
不
況
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
時
代
と
な
っ
た
今
、
時
岡
町

長
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス

と
連
携
に
ど
の
よ
う
な
理
念
を
お
持
ち
な

の
か
伺
い
ま
す
。

答
（
町
長
）
大
き
く
変
化
す
る
社
会

環
境
の
中
で
、
一
層
複
雑
か
つ

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
行
政
だ
け
が
公
的
な
責
任
を

担
っ
て
い
く
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の

現
状
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
住
民
と
行
政

が
、
共
に
知
恵
と
汗
を
出
し
合
い
な
が
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相
互
の
役
割
と
責
任

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問
変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
役

場
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
（
町
長
）
職
員
が
地
域
の
人
々
と

一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
づ
く
り

に
ま
い
進
し
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

る
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
う
意
識
へ
と

改
革
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

職
員
の
自
己
申
告
制
度
に
よ
っ
て
、
職

務
や
人
事
異
動
な
ど
に
関
す
る
意
見
・
要

望
を
申
告
し
、
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成

と
能
力
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
組
織

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
、

各
種
研
修
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
の
も
う
一
方
の
担

い
手
と
な
る
地
域
住
民
の
社
会

貢
献
に
向
け
た
理
念
の
周
知
と
人
材
育
成

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
（
町
長
）
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
と
啓
発
や
、

中
高
生
対
象
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塾
な
ど
を

通
じ
て
、
み
ん
な
が
相
互
に
支
え
あ
い
、

助
け
合
う
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
も
、「
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
支
援
制
度
」
や
「
集
落
ぐ
る
み

町
民
指
標
活
動
支
援
事
業
」
に
よ
っ
て
、

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
や
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

町
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
と
の
認
識
と
、

町
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
、
自
発
的
に
ま
ち

づ
く
り
へ
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
町
の
希
望
あ
る
未
来
を
想

像
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人材育成の場にもなる
里山文化交流センター
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問
町
の
人
口
減
に
対
し
て
ど
ん
な

思
い
を
持
た
れ
て
い
ま
す
か
。

答
（
町
長
）
必
ず
し
も
悲
観
視
す
る

数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
強

い
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

問
本
町
へ
の
観
光
客
は
年
間
85
万

人
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
そ
の

方
々
を
含
め
て
本
町
へ
移
住
希
望
さ
れ
た

方
は
何
人
で
す
か
。

答
（
副
町
長
）
移
住
さ
れ
て
か
ら
５

年
以
上
経
過
し
た
方
は
、
46
世

帯
で
１
１
８
人
で
す
。

問
「
移
住
の
場
」の
確
保
は
、南
浦
の

他
に
ど
こ
か
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
（
副
町
長
）
今
は
具
体
的
な
こ
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
諸
条
件
が

整
い
、
用
地
確
保
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

問
㈱
ナ
フ
コ
と
㈱
ク
リ
ハ
ラ
ン
ト

で
の
雇
用
見
込
み
は
。
ま
た
、

募
集
の
時
期
は
。

答
（
副
町
長
）
㈱
ナ
フ
コ
で
は
パ
ー

ト
を
含
め
30
人
程
度
で
７
月

オ
ー
プ
ン
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
募
集

は
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
企
業
誘
致
「
雇
用
の
場
」
確
保
の

現
状
は
。

答
（
副
町
長
）
総
合
的
に
県
出
身
者

の
企
業
紹
介
な
ど
で
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

問
高
齢
化
が
進
む
中
「
原
子
力
広

報
用
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
利
用
し

て
健
康
に
関
す
る
項
目
を
入
れ
て
は
ど
う

で
す
か
。

答
（
な
ご
み
保
健
課
長
）
こ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
に
は
記
載
で
き
ま
せ
ん
。

既
存
の
「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や

「
広
報
お
お
い
」
な
ど
を
利
用
し
て
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

問
名
田
庄
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
㈱
の
会

社
解
散
に
よ
り
、
銀
行
と
の
損

失
補
償
契
約
書
に
基
づ
き
町
が
１
億
７
３

０
０
万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
十
分
な
説
明
が
必

要
で
す
。
全
額
保
障
に
は
該
当
し
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
含
め
説
明
を
求
め

ま
す
。

答
（
町
長
）
平
成
４
年
４
月
に
名
田

庄
村
と
名
田
庄
森
林
組
合
、
紀

伊
産
業
な
ど
の
出
資
で
第
三
セ
ク
タ
ー
と

し
て
シ
イ
タ
ケ
菌
床
・
ホ
ダ
木
な
ど
の
生

産
販
売
を
主
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
赤
字
経
営

が
続
き
、
合
併
前
か
ら
経
営
存
続
の
危
機

が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
５
月
の
株

主
総
会
の
決
定
に
よ
り
、
今
日
ま
で
引
き

受
け
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
一
度
は
黒
字
に
な
っ
た

も
の
の
、
諸
般
の
状
況
や
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
に
よ
り
負
債
を
解
消
で
き
ず
、
今

回
、
解
散
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

捨
入
金
未
償
還
分
と
利
息
の
合
計
を
金

融
機
関
に
対
し
、
１
億
７
３
０
０
万
円
余

り
を
支
弁
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

名
田
庄
村
と
紀
伊
産
業
が
締
結
し
た
覚

書
で
は
、
損
失
補
償
の
２
分
の
１
を
紀
伊

産
業
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

３
２
０
０
万
円
の
２
分
の
１
を
差
し
引
い

た
額
が
町
の
損
失
補
償
額
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
結
果
と
な
り
、
町
民
の
皆
様

に
深
く
お
詫
び
し
ま
す
。

■
町
長
の
平
成
23
年
度
の
施
政
方
針
は

町
長 

総
合
事
業
の
推
進
と
財
政
健
全
化
を
維
持

田中　景子

■
名
田
庄
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
解

散
へ
の
対
応
は

食
育・
地
産
地
消
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す

会社解散が決定した名田庄バイオテック
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問
平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
、
我

が
町
に
講
じ
ら
れ
た
財
政
措
置

と
、
そ
れ
ぞ
れ
活
用
さ
れ
た
事
業
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

答
（
総
務
課
長
）
財
政
措
置
は
、
合

併
準
備
の
段
階
と
合
併
後
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

合
併
準
備
段
階
で
は
、
一
団
体
当
た
り

５
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
、
合
併
協
議
会

運
営
経
費
な
ど
へ
の
負
担
金
に
充
当
し
ま

し
た
。

　

合
併
準
備
経
費
に
係
る
特
別
交
付
税
に

よ
る
財
政
措
置
は
、
一
般
財
源
と
し
て
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
充
当
し
た
事

業
を
明
確
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
約
９
０
０
万
円
が
合
併
協
議
会
を
設

立
し
た
２
カ
年
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
後
で
は
、
ま
ず
市
町
村
合

併
推
進
体
制
整
備
費
補
助
金
は
、
10
年
間

で
交
付
上
限
を
１
億
５
千
万
円
と
し
て
、

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
有
線
放
送

の
統
合
の
２
事
業
に
、
さ
ら
に
、
防
災
ア

セ
ス
メ
ン
ト
調
査
や
被
害
想
定
調
査
な
ど

に
充
当
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
内
、
普
通
交
付
税
加
算

は
、
平
成
22
年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
約

53
億
５
千
万
円
の
交
付
を
受
け
、
特
別
交

付
税
加
算
の
措
置
と
し
て
、
平
成
20
年
度

ま
で
の
３
カ
年
で
約
５
億
１
千
万
円
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
般
財
源
で
す
か

ら
使
途
の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
主
に

中
期
振
興
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
活
用

し
て
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
債
で
は
、
町
づ
く
り

の
た
め
の
建
設
事
業
に
対
し
て
の
発
行
可

能
額
が
約
39
億
２
千
万
円
、
合
併
後
の

振
興
の
た
め
の
基
金
造
成
に
対
し
て
約

９
億
６
千
万
円
の
枠
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
活
用
し
た
も
の
は
、
建
設
事
業

枠
の
内
、
名
田
庄
消
防
分
署
庁
舎
建
設
に

充
て
た
約
９
０
０
万
円
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問
毎
年
、
税
の
滞
納
繰
越
が
行
わ

れ
、
結
果
的
に
は
完
納
者
と
の

負
担
の
公
正
・
均
衡
を
阻
害
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
滞
納
者
へ
の

取
り
組
み
は
。

答
（
町
長
）
納
期
限
到
来
後
に
未
納

と
な
っ
た
税
は
、
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
電
話
や
文
書
に
よ
る
納
付
催
告
や

自
宅
へ
の
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
夏
期
・
年
末
・
年
度

末
に
税
務
課
職
員
に
よ
る
一
斉
徴
収
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
県
外
の
滞
納
者
に
も
、

毎
年
徴
収
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
滞
納
者
に
対
し
て
、
期
日
を

設
定
し
た
上
で
役
場
に
来
て
い
た
だ
き
、

納
税
相
談
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
福
井

県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
へ
参
加
を
し

て
、
本
町
で
も
引
き
続
き
県
や
他
の
市
町

と
共
同
し
て
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
税
の
徴

収
に
当
た
り
徴
収
率
向
上
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
合
併
に
よ
る
国
の
財
政
措
置
は

総
務
課
長 

激
減
を
緩
和
す
る
措
置
で
対
応
し
ま
す

■
税
の
滞
納
者
へ
の
取
り
組
み
は

福
井
県
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
へ
参
加
し
、
徴
収
率
の
向

上
を

小野　泰孝

合併特例債を活用した若狭消防署名田庄分署
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問
大
島
南
浦
地
係
の
住
宅
用
地
造

成
事
業
を
ど
う
進
め
て
い
き
ま

す
か
。

答
（
副
町
長
）
23
年
度
当
初
予
算
に

基
本
計
画
の
策
定
な
ど
の
所
要

の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問
お
お
い
町
に
住
み
た
い
と
考
え
て

い
る
方
た
ち
へ
の
住
宅
の
状
況
は
。

答
（
副
町
長
）
こ
れ
ま
で
の
住
宅
対

策
は
公
営
住
宅
と
し
て
、
町
営

長
井
住
宅
29
戸
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

「
サ
ン
ハ
イ
ム
う
ら
ら
」
24
戸
、
町
営
崎

山
住
宅
15
戸
が
あ
り
ま
す
。

　

分
譲
地
は
成
和
地
区
90
区
画
、
南
浦
地

区
28
区
画
、
三
重
地
区
16
区
画
の
い
ず
れ

も
完
売
、
小
倉
畑
地
区
は
15
区
画
の
う
ち

１
区
画
が
残
っ
て
い
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
テ
ィ
バ
ス
と
路
線
バ
ス

の
運
行
を
協
議
す
る
「
地
域
公

共
交
通
会
議
」
は
こ
れ
ま
で
何
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
か
。

答
（
総
務
課
長
）本
会
議
の
前
身
で

あ
る｢
地
域
生
活
交
通
活
性
化
協

議
会｣

で
４
回
、本
会
議
で
５
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

問
会
議
の
結
果
を
受
け
て
改
善
さ

れ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
す
か
。

答
（
総
務
課
長
）
佐
分
利
川
線
の

直
通
便
の
運
行
や
情
報
交
差
点

ぽ
ー
た
る
と
こ
ど
も
家
族
館
へ
の
停
留
場

の
新
設
、
路
線
延
長
な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
空
席
が
目
立
つ
こ
と
か

ら
、
運
行
経
費
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
中

で
、
よ
り
良
い
運
行
形
態
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ニ
ュ
ー
ジ

ラ
ン
ド
で
は
大
規
模
な
地
震
が

発
生
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

答
（
教
育
長
）
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
の
成
果
は
、
英
語
の
語
学
研

修
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
現
地
の
生
徒

な
ど
と
の
交
流
を
通
し
て
、
異
文
化
体
験

や
国
際
理
解
が
深
め
ら
れ
、
有
意
義
な
体

験
で
あ
り
、
町
と
し
て
、
事
業
の
必
要
性
、

継
続
性
は
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

関
連
施
設
の
耐
震
性
、
防
火
対
策
な
ど

の
安
全
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
生
徒

や
保
護
者
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

問
平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
に

２
億
３
４
４
万
６
千
円
の
事
業

費
を
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
内
容
は
。

答
（
町
長
）
昨
年
７
月
に
立
ち
上
げ

た
「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
委
員

会
」
か
ら
提
案
さ
れ
た｢

山
際
に
恒
久
柵

を
設
置
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ

る
」
と
の
答
申
に
沿
い
、
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

問
恒
久
柵
を
設
置
し
た
後
の
山
林

管
理
へ
の
対
策
は
。

答
（
町
長
）町
内
全
方
位
を
視
野
に
、

捕
獲
駆
除
が
行
え
る
よ
う｢

鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊｣

を
編
成
し
、
適
正

な
個
体
管
理
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
住
居
と
雇
用
の
場
の
確
保
策
は

副
町
長 

交
流
人
口
か
ら
定
住
人
口
へ
転
換
す
る
た
め
の

　
　
　

  

基
盤
整
備
を
行
い
ま
す

新谷　欣也

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
車

率
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
か

運
行
当
初
に
比
べ
て
倍
以
上

の
乗
車
率
に
な
っ
て
い
ま
す

■
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の

地
震
へ
の
対
応
は

生
徒
の
安
心
・
安
全
を
第
一

に
考
え
ま
す

■
有
害
鳥
獣
対
策
の
充
実
を

求
め
ま
す

恒
久
柵
の
設
置
を
全
町
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す

ニュージーランドでの海外派遣事業
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問
知
事
は
県
内
整
備
計
画
に
対
し
、

原
発
許
認
可
を
盾
に
し
た
運
営

を
行
っ
て
い
る
が
、
筋
違
い
で
原
発
立
地

の
自
治
体
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い
が
。

答
（
町
長
）
若
狭
地
域
と
し
て
も
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
か
ら
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
し
て
い

ま
す
。

問
開
業
後
に
第
三
セ
ク
タ
ー
化
す

る
北
陸
本
線
や
小
浜
線
の
廃
止
、

さ
ら
に
、
経
営
の
赤
字
負
担
な
ど
は
町
民

に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

答
（
町
長
）
敦
賀
ま
で
の
認
可
後
に

小
浜
線
の
存
続
問
題
や
地
元
負

担
金
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の

で
、
そ
の
時
点
で
長
所
・
短
所
を
町
民
に

情
報
提
供
し
ま
す
。

問
３
月
11
日
に
発
生
し
た
原
発
震

災
は
、
大
飯
原
発
の
耐
震
想
定

の
過
小
評
価
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
対
策

は
十
分
で
す
か
。

答
（
町
長
）
原
発
立
地
町
と
し
て
多

大
な
衝
撃
を
受
け
、
地
震
に
よ

る
事
故
を
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

耐
震
安
全
性
評
価
結
果
は
、
事
業
者
か

ら
の
報
告
内
容
が
原
子
力
安
全
・
保
安
院

と
安
全
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
そ
の
評
価

は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
国
か
ら
分
離
独
立
し
た
規
制
機

関
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）
安
全
規
制
体
制
で
は
、

国
民
が
安
心
で
き
信
頼
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
、
今
回
の
地
震
事
故
を
受

け
議
論
さ
れ
る
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問
完
全
移
行
実
施
の
延
期
を
主
張

し
ま
す
が
、
本
町
で
は
自
己
負

担
困
難
な
ど
で
テ
レ
ビ
を
失
う
「
難
民
」

を
生
ま
な
い
た
め
の
対
策
は
あ
り
ま
す

か
。答

（
電
子
情
報
課
長
）平
成
21
年
ま

で
に
加
入
世
帯
の
80
％
が
セ
ッ

ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

低
所
得
者
支
援
の
対
象
と
な
ら
な
い
世

帯
で
は
、
１
台
約
５
千
円
程
度
の
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
購
入
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。問

第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営
シ
ス
テ

ム
は
、
民
間
金
融
か
ら
資
金
融

資
が
受
け
ら
れ
、
そ
の
損
失
補
償
を
町
が

行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営
の
甘
さ
の
責
任

は
、
自
治
体
の
長
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

経
過
と
責
任
は
。

答
（
町
長
）
19
年
間
の
営
業
の
中
、

経
営
悪
化
が
続
き
、
再
生
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
大
き

な
負
債
が
あ
り
立
て
直
し
は
無
理
と
判
断

し
て
解
散
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

整
理
す
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
、
町

民
の
皆
様
に
伏
し
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

※ 　

他
に
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
に
伴
う
佐
分
利
地
区
の
活
性
化

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

■
原
発
の
リ
サ
イ
ク
ル
計
画

は
断
念
す
べ
き
で
は

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性

は
理
解
し
て
い
ま
す

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
完
全
移
行
が

テ
レ
ビ
難
民
を
生
み
ま
せ
ん
か

完
全
移
行
ま
で
広
報
紙
な
ど
を

通
じ
て
周
知
し
て
い
き
ま
す

■
名
田
庄
バ
イ
オ
テ
ッ
ク　

解
散
の
経
過
と
責
任
は

大
き
な
負
債
で
解
散
す
る
こ
と

に
な
り
、町
民
に
お
詫
び
し
ま
す

猿橋　　巧

■
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
は
放
棄
す
べ
き
で
は

町
長 

ま
ず
敦
賀
ま
で
の
認
可
の
実
現
が
必
要

この7月24日でアナログ放送が終了
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● 

複
合
型
商
業
施
設
の
条
件
は

　
　

第
１
次
商
圏
に
４
万
５
千
人
が
必
要

●
フ
レ
ス
ポ
福
知
山

　

こ
の
商
業
施
設
は
、
大
和
リ
ー
ス
㈱
が

運
営
す
る
店
舗
で
、「
日
常
生
活
の
暮
ら

し
に
便
利
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
全
国
展
開
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

京
都
府
下
で
は
初
め
て
の
出
店
で
、
国

道
９
号
に
面
し
た
店
舗
群
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
さ
と
う
」
を
核
に
12
店

舗
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
車
で
10
分
の
第

１
次
商
圏
内
に
は
約
４
万
５
千
人
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
集
客
は
十
分
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

●
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和

　

長
田
野
工
業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三

和
は
昭
和
49
年
か
ら
先
行
し
て
完
成
し
た

西
日
本
有
数
の
内
陸
工
業
団
地
の
長
田
野

　
　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長　

新
谷
欣
也

●
議
会
基
本
条
例
を
制
定

　
　

議
会・議
員
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
文
化

　

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
後
、
真
の
地

方
自
治
の
時
代
を
迎
え
、
地
方
公
共
団
体

の
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
範
囲
が
急
速

に
拡
大
す
る
中
で
、
議
会
の
担
う
べ
き
役

割
は
、
極
め
て
広
範
囲
で
責
任
の
度
合
い

も
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、真
に｢

町
民
に
開
か
れ

た･

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会｣

を
目
指

す
た
め
に
、平
成
20
年
12
月
定
例
会
で｢

議

会
活
性
化
特
別
委
員
会｣

を
設
置
し
、種
々

活
性
化
方
策
な
ど
を
検
討
し
て
、平
成
21

年
11
月
に｢

議
員
の
政
策
能
力
向
上
」、｢

町

民
に
開
か
れ
た
議
会｣

、「
議
会
運
営
」の
３

項
目
を
中
間
報
告
と
し
て
ま
と
め
、そ
れ

ぞ
れ
の
活
性
化
方
策
な
ど
を
、今
日
ま
で

試
行
的
に
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
委
員
会
で
は
、
活

工
業
団
地
に
続
い
て
、
平
成
18
年
の
町
村

合
併
に
よ
り
三
和
地
区
に
新
た
に
造
成
さ

れ
た
北
近
畿
の
産
業
集
積
を
担
う
産
業
団

地
で
す
。

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
27
区
画

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
立
地
企
業
は

５
社
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
行
し
た
長
田
野
工
業
団
地
は
４
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
42
社
の
企
業
に
完
売
し
て

お
り
、
そ
の
実
績
と
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
経
済
状
況
か
ら
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
対
応
な
ど
、
新
規
な

取
り
組
み
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

性
化
方
策
や
議
会
基
本
条
例
な
ど
の
議
論

を
重
ね
、
議
会
と
議
員
の
あ
る
べ
き
姿
を

明
文
化
し
た｢

お
お
い
町
議
会
基
本
条
例

案｣

を
定
め
て
３
月
議
会
定
例
会
初
日
に

委
員
会
発
議
で
上
程
し
、
全
会
一
致
で
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
主
な
内
容
は
、
お
お
い
町

の
全
戸
に
概
要
板
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

施
行
日
は
、
４
月
１
日
と
し
て
い
ま
す

が
、
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
た
後
の
、

新
議
員
が
決
ま
っ
て
か
ら
初
め
て
、
実
行

に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

｢
町
民
に
開
か
れ
た･

町
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会｣
を
目
指
し
て
、
し
っ
か
り
と

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
望
し
ま

す
。

研
修
日
時　

平
成
23
年
２
月
19
日

研
修
会
場　

フ
レ
ス
ポ
福
知
山

 

長
田
野
工
業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和

参
加
者　

委
員
７
人

　

企
業
誘
致
等
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

研
修
視
察
報
告

基本条例最終案を議長に報告

長田野工業団地アネックス京都三和
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追跡
1年前の

一般質問
　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成22年3月定例会からピックアップしました。

あれからどうなったの？

増床が計画されている楊梅苑

活動の基礎となる町民指標

　福祉施設の計画や分譲住宅地の売却、大島
南浦地係の埋立地の事業計画などを検討し
ていきます。

　「楊梅苑」の増床計画が決まり、名田庄三
重の住宅地2区画が売却されました。
　また、大島南浦地係の埋立地では、分譲
住宅地の計画を検討します。

計画が実施されます

　現在、未利用となっている町有地の今後の
売却予定や、有効活用するための利用計画
はありますか。

（猿橋　巧 議員）

町有地の未利用の
　　　　　解消策は

どうなった？

副町長答弁

　発足時の意義や町村合併を行ったことなど
から、事業を見直す時期にきているのでは。

（猿橋　巧 議員）

町民指標活動支援事業
の見直しを

　昭和61年から5億円の基金利子を財源と
して交付を開始しましたが、低金利の現在で
は成り立たなくなっており、平成22年度中
に制度を見直します。

平成22年度中に
結論を出します

　事業の財源には、全額一般財源を充当す
ることと、対象範囲を名田庄地域にも拡大
するように制度が変更されました。
　なお、大飯地域には影響はありません。

全額一般財源で全町を
対象に

どうなった？

企画課長答弁

土地利用計画を進めます
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他の町で勤めていたころ、学期末の保護者会に集
まってくれたお母さん方に、せっかくだから、今日は
一緒に歌いませんかと、ギターを片手に「見上げてご

らん夜の星を」を歌ってもらったことがありました。
地域学校協議会の会長が、「ここには童謡を歌う

会があって、高齢の恩師のオルガンに合わせて歌っ
ている。忙しいだろうけど、時間があったら」と誘っ
てくれました。
そして、そんなことが縁になって翌年には音楽集会

を開催することになり、その童謡の会の方（70歳前後の
方がほとんど）や、お母さん方が合唱団を作って参加してく
れたので、とてもにぎやかになりました。

母校の中学校で働くようになったのですが、中学生
は学校や部活でどうしても地域と疎遠に
なりがちです。それなら少しでも地域と
かかわる機会を作ろうと腐心して、その
ひとつとして地域の文化祭に出場しても
らいました。

生徒に出ろと言う限りは、僕も出ると言って、ギターの
弾き語りをさせてもらったのが始まりで、この文化祭のス
テージとは縁が切れず今日まで続いています。

(粟谷行男  記)

小学生の頃に、両親から勧められて筝を習
い始められたそうです。今では指導する立場
の筝曲生田流師範でおられます。
筝の歴史は奈良時代に唐より伝わり、奈良
及び平安時代に宮廷の雅楽として用いられま
した。近代になって宮城道雄が楽器を世界的
に紹介し、現代音楽に邦楽器が広く用いられ
るようになりました。
13本の糸から繰り出す音色は、優雅でどことなく高貴な
趣があるのは、いにしえの宮廷文化の名残なのでしょうか。
「糸は生き物、天気によって音色が変わります。弾く人の
心情で音のはりが違い、合奏する人と和音が合うと心が躍
ります。心が通じる気がして嬉しいものです。一期一会の
ような気がします」と浜内さんは話されました。
小学生からの若い人に、稽古をされておられます。師範

自身も筝はもとより、三味線の稽古は毎日欠かさないとい
われます。日本古来の和の伝統文化を、継承していくこと
が大事であることは誰しも疑いませんが、現代社会の中で
実践していくことは容易ではありません。文化の活動は他
人から強いられるものではなく、自分自身が納得をして行
動するものです。子どもたちの将来に託して、稽古を粛々
と続けておられる姿に敬服します。文化少年団で3年前か
ら習い始めた小学４年生の子が、私の前で師範と見事な演
奏を見せてくれました。師範の穏やかな顔に笑みが見て取
れました。 （渡辺  記）

本　郷　浜内 静子さん

名田庄中　粟谷 行男さん

　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は６月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

23
年
度
予
算
、
条
例
な
ど
を
審
議

し
ま
し
た
。
集
落
ぐ
る
み
町
民
指

標
活
動
支
援
事
業
や
鳥
獣
害
対
策

事
業
な
ど
の
新
た
な
事
業
を
決
め

ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
質

疑
は
一
問
一
答
方
式
で
行
い
、
論

点
を
明
確
に
し
て
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
議
会
活
性
化
に
向

け
、
要
点
を
絞
り
質
問
、
答
弁
と

も
内
容
の
あ
る
議
論
を
展
開
し
、

ス
ピ
ー
ド
化
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、議
会
基
本
条
例
も
制
定

し
ま
し
た
。今
後
は
、開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、議
会
広
報
の
役
目

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

２
年
前
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た

広
報
特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
、

住
民
の
皆
様
に
議
会
の
情
報
を
分

か
り
や
す
く
、
正
確
に
伝
え
る
こ

と
を
常
に
考
え
て
編
集
し
て
き
ま

し
た
が
、
任
期
を
終
え
る
に
あ
た

り
、
十
分
で
な
か
っ
た
点
は
お
詫

び
し
ま
す
。

委
員
長　

森
内 

正
美

副
委
員
長　

猿
橋 　

巧

委　
　

員　

小
野 

泰
孝

　
　
　
　
　

中
本 　

茂

　
　
　
　
　

渡
辺 　

均

　
　
　
　
　

小
川 

宗
一

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：６月14日から27日まで（14日間）
本会議：14日（議案提案理由説明）、23日（一般質問）、27日（採決）
委員会：総務・予算決算常任委員会（15日）、産業建設常任委員会（17日）

６月定例会
の予定

ターの弾き語りギ

(粟(粟(粟(粟(粟谷行谷行谷行谷行谷行行男男 男男男 記 記記記記))))))

本の糸の音に13
心を乗せて
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